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マイクロ波複素反射係数を与え，さらに plasma slab おけるマイクロ波電力の反射及び透過係数を
求め，第 5 章，第 6 章の実験の理論的基礎を与えている。
第 5 章では，著者が開発した 10 Gc マイクロ波反射測定装置を電磁衝撃波管に適用して得たいろ
いろな興味ある測定結果を与えている。特 lこ本測定で検出されたフロント前方に存在する precursor
electron は高速街撃波の電離現象において重要な役割を演じているものと推論している。






























第 9 章は結論であって，以上 8 章にわたってのべた研究成果を総括し，衝撃波により得られるプラ
ズマは過渡的ではあるが高温，高密度であって，プラズマ研究上極めて有用なテストプラズマである
ことを述べむすびとしている D
本論文は高温高密度プラズマを実現する子段として衝撃波による電離，加熱の過程がきわめて有用
であることを示し， qc'Jj:にテストプラズ、マとして衝撃波プラズマの性質を明らかにし幾多の新知見を得
ている。又同時にプラズマ診断法としてマイクロ波方式， レーザ一方式に新しい考案を実施し，かが
やかしい成果を得ている。本研究はこの方面の研究の最もせん端を行くもののーっと考えられる。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
nヨ???
